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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は「自身の行動が関与する物体運動の知覚に関する研究」と題し全６章より構成されている． 

第 1章「序論」では当該分野における過去の研究を概観し，本研究の目的を述べている．はじめに，

人間が行動する場合には，外界と自身の関係性を正しく把握することが必要であり，そのためには行

動と知覚のインタラクションの特性を理解することが重要であると述べている．その中でも特に，身

体運動と視覚による運動知覚との関係が重要であり，本研究では，低次視覚情報から一義的に決定で

きる運動の速度知覚において，その運動を生起させる場合の自身の行動の意図，予測，結果それぞれ

の影響を明らかにすることを目的とするとしている． 

第 2章「行動の意図の影響」では，行動時に意図した刺激速度が結果として生じる視覚運動刺激の

知覚速度に影響するか実験的に検討している．実験では，意図を統制するための教示に従った行動速

度で視覚刺激を運動させ，その知覚運動速度を自身の行動と無関係な視覚刺激の運動速度と比較する

ことで，自身の行動による視覚運動の速度知覚への影響を測定した．その結果，高速な行動に伴う視

覚運動を，比率としてより速く知覚する傾向があることが明らかになった．これより，行動の意図が

知覚に影響することが示されたとしている．また，行動の意図の影響は，行動の手段に依存する傾向

が見られたと述べている． 

第 3章「行動の予測の影響」では，行動から予測される視覚運動の開始タイミングが，その知覚速

度に与える影響について実験的に検討している．実験では，観察者のキー押し行動から視覚運動刺激

の出現までの遅延時間を操作し，予測と実刺激の統合タイミングのずれが視覚運動速度へ与える影響

を調べた．その結果，行動から刺激出現までの遅延時間が大きいほど刺激運動速度を遅く知覚する傾

向が見られた．これより，予測と実刺激の統合状態の違いにより知覚速度が変化することが示された

と述べている．また，ここで見られた行動による速度知覚への影響が，行動による時間知覚の変化と

関係するか明らかにするため，同じ刺激条件で刺激の呈示時間知覚について調べている．この結果，

行動の予測のずれによる知覚速度への影響は，知覚時間への影響とは異なるメカニズムに基づくこと

が示唆されたと述べている． 

第 4章「行動の結果の影響」では，行動の結果生じた視覚運動により決定された事象が持つ視覚運

動の速度情報が，視覚運動の知覚速度に回顧的に与える影響について実験的に検討している．観察者

のキー押し行動によって出現する視覚運動対象を用い，高速であるほど運動の進行を妨害されにくく，

低速であるほど妨害されやすいという関係性を持つ刺激設定を学習した上で，対象の進行の可否とい



う事象の結果が，その結果の原因となる運動の知覚速度に回顧的に影響するかを調べた．その結果，

運動対象の進行の可否は知覚速度に影響しないという結論を得た．これより，行動の結果は，原因と

なる視覚運動の速度知覚に影響を与えるとは言えないと述べている． 

第 5章「総合考察」では，第 2章から第 4章までの実験から得られた結果をまとめ，それらや先行

研究で報告された知覚モデルを踏まえて，我々自身の行動がその結果として生じる視覚運動の知覚に

与える影響の発生メカニズムに関する新たなモデルを提案している．そのモデルでは自身の行動によ

って物体の運動を生起するときの要素である，意図，予測，結果がそれぞれどのような段階で知覚に

統合され，寄与しているか説明している．また，今後の課題として，このモデルを更に精緻化する上

で，運動主体感との関係をより明確にする必要があると述べている． 

第 6章「結論」では本研究で得られた成果をまとめている． 

以上を要するに，本論文では心理物理的手法によって，自身の行動が，その行動により生じた運動

物体の知覚速度に与える影響を明らかにし，一連の身体行動の流れと運動知覚の関係を示すモデルを

提案したものである．これらの知見は，人間工学的な操作感の向上に適した刺激呈示法の提案や，装

置等の操作時の対象認知に適したインターフェース技術の設計に貢献するものであり，工学上並びに

工業上貢献するところが大きい．よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値があるものと

認められる． 
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